
高専における

第1部　研究報告

高専生の進路選択と職業キャリア報告 1

テーマ 「高専におけるエンジニア教育とキャリアの接続関係」

第2部　パネルディスカッション

テーマ 「エンジニア教育とキャリア形成のあり方」

国立教育政策研究所高等教育研究部総括研究官
濱中義隆 氏

高専生の学びと社会的有用性報告 2

横浜国立大学教育人間科学部准教授
新谷康浩 氏

高専生の学びとキャリアの接続報告 3

東京工業高等専門学校特命教授
矢野眞和 氏

コメンテーター

東京大学大学院教育学研究科教授
本田由紀 氏

モデレーター

東京大学大学院教育学研究科教授
本田由紀 氏

東京工業高等専門学校特命教授
中澤達夫 氏

コメンテーターパネリスト

北上製紙株式会社取締役工場長
一関工業高等専門学校　卒業
千葉新三 氏

株式会社三菱化学科学技術研究センター
無機系機能材料研究所機能性セラミックスグループ主任研究員

宮城工業高等専門学校　卒業
栗和田 健 氏

株式会社ミマキエンジニアリング代表取締役会長
長野工業高等専門学校　卒業
池田 明 氏

東ソー株式会社
バイオサイエンス事業部開発部遺伝子グループ

東京工業高等専門学校　卒業
小坂貴幸 氏

米子工業高等専門学校　卒業
長尾裕貴 氏

奥山成美公認会計士事務所所長
株式会社エルテス常勤監査役

宇部工業高等専門学校　卒業

奥山成美 氏

株式会社梅谷製作所開発設計部制御グループ
和歌山工業高等専門学校　卒業

芝野好希 氏

大成建設株式会社
環境本部環境開発部イノベーション推進室課長代理

鹿児島工業高等専門学校　卒業
片平智仁 氏

教育の専門家からみた 「高専研究 （アンケート調査の分析）」 に対して、 企業で実際に活躍されている高専
卒業生の経験的視座を交差させ、 多面的に検証します。

キャノン株式会社宇都宮光学技術研究所
ICP121 設計室主任研究員

文部科学省大学間連携共同教育推進事業　KOSEN 発 “イノベーティブ ・ ジャパン” プロジェクト主催

キャリア形成
エンジニア教育と

高専卒業生キャリア調査—中間報告会—

※中間報告会終了後は、 パネリスト ・ コメンテーターを交えたインタビューを開催致します。

10/19 月
10:00 ～ 15:00
( 受付 9 ： 30 ～ )

一橋大学一橋講堂
中会議室 3,4
東京都千代田区一ツ橋 2-1-2
学術総合センター内
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高専卒業生キャリア調査ー中間報告会ー

参加申込み記入欄 FAX : 042-668-5090
締切：10月15日（木）▼

①参加者氏名：

②勤務先： ③所属・役職：

④メールアドレス：

アクセス参加申し込み方法

Eｍail : innovative_kosen@tokyo-ct.ac.jp

※メールでお申込みの場合は、①～④の内容を明記してお送りください。

ご参加いただく場合は、事前申込をお願致します。

①参加者氏名
②勤務先

③所属・役職
④メールアドレス

以上をご記入の上、メールおよび FAX でお申込みください。
公式 HP の特設ページでもお申込みをお待ちしております。
※当日は開催の模様をスチール撮影を致します。

参加申し込み ・ お問合せ先

ご挨拶

締切日 10月 15日 （木）

KOSEN 発 “イノベーティブ ・ ジャパン” プロジェクト推進室
〒193-0997 東京都八王子市椚田町 1220-2 
（独）国立高専機構  東京工業高等専門学校 総務課内

TEL(FAX) ： 042-668-5133(5090)
MAIL ： innovative_kosen@tokyo-ct.ac.jp
公式 HP ： http://www.innovative-kosen.jp/

 

 
 

 
 

 
 

至 祝田橋

靖国通り

皇居

都営三田線

都営新宿線

小学館（A8 出口）●

共立講堂●

如水会館●

●学士会館

首都高速道路

竹 橋 駅

パレスサイドビル (1b出口 )●パレスサイドビル (1b出口 )●

　東京パークタワー
●（A9 出口）
　東京パークタワー
●（A9 出口）

神保町駅九段下駅

東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線　　神保町駅（A8・A9 出口）徒歩 4 分

〒101-8439　東京都千代田区一ツ橋 2-1-2　学術総合センター内
一橋大学一橋講堂中会議室 3,4

東京メトロ東西線　　竹橋駅 （1b 出口） 徒歩 4 分

2014 年度「高専卒業生キャリア調査」について
調査の概要
　高専における学習経験と卒業後のキャリアとの関係を把握することで、高専教育が果たしてきた役割を教育学や教育政策の観点から学術的に解明
し、今後のエンジニア教育全体を検討するための基礎データを集成することを目的としています。
　2014 年 12 月に実施した本調査は、参加高専を卒業した 1976 年 3 月から 2008 年 3 月迄の卒業生を対象としています。1 校につき 900 件、合計
12,600 件の対象者をランダム抽出したうえ、アンケート調査票を郵送し、3,408 件の回答を得ました。 （回答率 28.6％）
調査参加高専
　八戸、小山、東京、長岡、沼津、鈴鹿、和歌山、米子、宇部、阿南、佐世保、熊本（八代キャンパス・熊本キャンパス）、鹿児島

事業推進責任者　浅野敬一
東京工業高等専門学校一般教育科教授

KOSEN 発 “イノベーティブ ・ ジャパン” プロジェクト

　KOSEN 発“イノベーティブ・ジャパン”プロジェクトでは、高等教育研究等の専門家の参加を得て、「高専研究」を推進しています。1963 年の制度創設

以来、高専の卒業生は産業界をはじめ各方面から高い評価を得ていますが、高専制度や高専教育を対象とした研究は決して多くありません。高専の今後

を議論するうえでも、高専教育の特色や評価の実態を客観的に解明する必要があると考えたためです。

　とくに、「高専における学びが卒業生のキャリアにどのように影響するのか」という問いは、エンジニア教育を掲げる高専にとってきわめて重要なもの

です。そこで、本プロジェクトでは、「高専卒業生キャリア調査」を下記のとおり実施いたしました。貴重な御回答をお寄せ下さいました卒業生のみなさ

ま、御協力をいただきました各高専と同窓会のみなさまに改めて御礼を申し上げます。

　今回の中間報告会では、パネリストやコメンテーターとして、各分野で活躍する高専卒業生の方々をお招きしました。幅広い意見交換をもとに、年度末

の最終報告（2016 年 2 月 6 日（土）にシンポジウムを開催予定）に向けてさらに議論を深めていく計画です。

　ぜひ多くの方々に御出席賜りますよう、御案内申し上げます。


